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京
都
大
学
准
教
授

西

芳
実

に
し
　
よ
し
み

二
〇
〇
七
年
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
博

士
課
程
修
了
。
博
士
（
学
術
）。
東
京
大
学
助
教
、
立

教
大
学
助
教
な
ど
を
経
て
、
一
一
年
よ
り
現
職
。
共

著
に
『
自
然
災
害
と
復
興
支
援
』『
マ
レ
ー
世
界
に
お

け
る
公
正
／
正
義
概
念
の
展
開
』
な
ど
。

世
界
の
経
験
に
学
ぶ
―
―
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・
津
波
（
二
〇
〇
四
年
）

ア
チ
ェ
内
戦
を
終
わ
ら
せ
た
人
道
支
援

内
戦
の
地
、
ア
チ
ェ
を
襲
っ
た
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・
津
波
。

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
が
、

国
内
外
の
ア
ク
タ
ー
に
よ
る
大
規
模
な
救
援
復
興
活
動
は
、

ア
チ
ェ
内
戦
の
平
和
的
終
結
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

　

二
〇
〇
四
年
一
二
月
二
六
日
に
発
生
し
た
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・
津

波
（
イ
ン
ド
洋
大
津
波
）
は
、
イ
ン
ド
洋
沿
岸
諸
国
に
死
者
・
行
方

不
明
者
二
二
万
人
に
及
ぶ
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
最
大

の
被
災
地
と
な
っ
た
の
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
ア
チ
ェ
州
で
あ
る
。

ス
マ
ト
ラ
島
の
北
西
端
に
位
置
し
、
震
源
に
最
も
近
か
っ
た
ア
チ
ェ
州

は
、
海
岸
部
に
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
が
集
中
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
死

者
・
行
方
不
明
者
は
一
六
万
五
〇
〇
〇
人
、
住
居
を
失
っ
た
避
難
民
は

四
二
万
人
に
達
し
た
。
な
か
で
も
州
政
府
が
あ
る
バ
ン
ダ
ア
チ
ェ
市
は

市
街
地
の
三
分
の
一
が
全
壊
し
、
三
分
の
一
が
浸
水
す
る
被
害
を
受
け
、

人
口
の
四
分
の
一
を
失
い
、
州
政
府
は
機
能
不
全
に
陥
っ
た
。

　

災
害
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
加
え
て
、
ア
チ
ェ
州
は

被
災
前
か
ら
三
〇
年
に
及
ぶ
独
立
派
ゲ
リ
ラ
と
国
軍
の
内
戦
と
い
う

大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
た
。
内
戦
か
ら
の
復
興
と
災
害
か
ら
の
復

興
と
い
う
二
つ
の
復
興
が
同
時
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ア
チ
ェ

州
の
経
験
を
ふ
り
か
え
り
、
災
害
が
社
会
に
何
を
も
た
ら
す
の
か
を

考
え
る
。

紛
争
に
よ
っ
て
閉
ざ
さ
れ
、
津
波
に
よ
っ
て
開
か
れ
た

　

ア
チ
ェ
州
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
分
離
独
立
を
求
め
る
自

由
ア
チ
ェ
運
動
（
Ｇ
Ａ
Ｍ
）
と
、
こ
れ
を
認
め
な
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

国
軍
と
の
間
で
一
九
七
〇
年
代
か
ら
武
力
紛
争
が
断
続
的
に
続
い
て
い

た
。一
九
九
八
年
の
ス
ハ
ル
ト
体
制
崩
壊
後
に
紛
争
の
規
模
が
拡
大
し
、

多
民
族
国
家
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
統
合
を
脅
か
す
紛
争
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
た
。
政
府
の
地
方
分
権
強
化
策
で
は
軍
事
衝
突
は
お
さ
ま
ら

ず
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
仲
介
し
て
政
府
と
Ｇ
Ａ
Ｍ
と
の
あ
い
だ
に
和
平
交

渉
の
場
を
設
定
し
、
緊
急
人
道
支
援
を
実
施
し
て
「
平
和
の
配
当
」
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を
与
え
る
こ
と
で
和
平
の
定
着
を
図
る
試
み
が
重
ね
ら
れ
た
が
、
成
果

が
定
着
す
る
前
に
武
力
紛
争
が
再
燃
す
る
事
態
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
二
〇
〇
三
年
五
月
に
ア
チ
ェ
州
全
域
に
軍
事

非
常
事
態
を
宣
言
し
、
ア
チ
ェ
州
へ
の
外
国
人
の
立
ち
入
り
が
制
限
さ

れ
た
。
ア
チ
ェ
紛
争
や
ア
チ
ェ
の
経
済
開
発
に
関
心
を
寄
せ
る
人
道
支

援
団
体
は
現
地
で
の
活
動
を
断
念
し
た
。
ア
チ
ェ
は
外
部
に
対
し
て
閉

ざ
さ
れ
た
地
域
と
な
っ
た
。

　

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・
津
波
は
、
紛
争
に
よ
っ
て
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
ア

チ
ェ
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
こ
の
災

害
を
「
国
家
的
災
害
」
と
位
置
づ
け
、
外
国
支
援
の
受
け
入
れ
を
表

明
し
た
。
ア
チ
ェ
州
は
「
史
上
最
大
の
作
戦
」
と
呼
ば
れ
る
大
規
模

か
つ
国
際
的
な
復
興
支
援
の
対
象
と
な
り
、
津
波
直
後
で
各
国
・
国

際
機
関
の
支
援
表
明
額
が
五
〇
億
一
五
〇
〇
万
ド
ル
、
民
間
援
助
が

一
六
億
八
〇
〇
万
ド
ル
に
達
し
た
。
〇
五
年
一
月
の
段
階
で
ア
チ
ェ
入
り

し
た
外
国
の
援
助
団
体
は
三
四
ヵ
国
三
八
〇
を
数
え
た
。
二
十
数
ヵ
国

を
超
え
る
外
国
軍
部
隊
も
緊
急
人
道
支
援
活
動
を
展
開
し
た
。

　

こ
う
し
た
動
き
と
並
行
し
て
、
Ｇ
Ａ
Ｍ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
和

平
プ
ロ
セ
ス
も
進
め
ら
れ
た
。
〇
五
年
一
月
に
和
平
交
渉
が
再
開
さ
れ
、

〇
五
年
八
月
に
両
者
は
ヘ
ル
シ
ン
キ
で
和
平
合
意
に
至
っ
た
。
Ｇ
Ａ
Ｍ

は
ア
チ
ェ
独
立
要
求
を
取
り
下
げ
、
武
装
解
除
し
て
政
党
に
形
を
変

え
た
。
和
平
合
意
を
受
け
て
制
定
さ
れ
た
〇
六
年
ア
チ
ェ
統
治
法
に

も
と
づ
い
て
州
知
事
選
挙
が
実
施
さ
れ
、「
独
立
派
」
活
動
歴
の
あ
る

州
知
事
が
誕
生
し
た
。
津
波
被
災
者
へ
の
支
援
と
同
時
に
元
ゲ
リ
ラ

兵
士
の
社
会
統
合
事
業
も
開
始
さ
れ
た
。

紛
争
地
を
支
援
対
象
と
せ
ず

　

救
援
復
興
活
動
は
最
初
か
ら
順
調
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
緊
急

支
援
の
初
期
段
階
で
は
、
救
援
物
資
を
運
ぶ
支
援
者
に
対
し
て
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
国
軍
が
護
衛
料
や
「
通
行
税
」
を
要
求
す
る
事
例
が
数
多

く
報
告
さ
れ
た
。
空
港
や
港
に
運
び
込
ま
れ
た
援
助
物
資
が
国
軍
に

差
し
押
さ
え
ら
れ
た
事
例
や
、
災
害
救
援
に
欠
か
せ
な
い
地
理
情
報

が
支
援
者
に
提
供
さ
れ
な
い
と
い
う
弊
害
も
あ
っ
た
。
紛
争
下
で
立
ち

入
り
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
ア
チ
ェ
の
現
地
情
報
は
限
ら
れ
て
お
り
、
た

だ
で
さ
え
情
報
が
断
片
的
に
な
る
災
害
直
後
に
、
ど
こ
に
誰
が
い
て
何

を
求
め
て
い
る
か
と
い
う
緊
急
支
援
段
階
で
重
要
な
情
報
を
ど
の
よ

う
に
し
て
手
に
入
れ
る
か
が
、
重
要
な
課
題
だ
っ
た
。

　

治
安
の
不
安
定
さ
も
救
援
復
興
活
動
の
障
害
と
な
っ
た
。
国
軍
は

Ｇ
Ａ
Ｍ
の
活
動
が
続
い
て
い
る
と
し
て
軍
事
作
戦
を
継
続
し
、
被
災
地

で
の
発
砲
事
件
や
銃
撃
戦
が
相
次
い
だ
。
外
国
人
支
援
ス
タ
ッ
フ
に
対

す
る
発
砲
事
件
も
あ
っ
た
。
国
軍
は
「
誤
射
」
と
説
明
し
た
も
の
の
、

支
援
団
体
は
国
軍
か
ら
の
威
嚇
と
受
け
止
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
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こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
救
援
復
興
活
動
に
取
り
組
ん
だ
人
々

の
対
応
を
三
点
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
一つ
は
自
前
の
輸
送
経
路
の
確

保
で
あ
る
。
被
災
地
に
近
い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
直
接

ア
チ
ェ
に
空
輸
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
国
際
移
住
機
構
（
Ｉ
Ｏ
Ｍ
）
が
組

織
し
た
大
輸
送
団
に
物
資
の
移
送
を
委
託
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
た
。

　

二
つ
目
は
、「
紛
争
地
」
を
支
援
対
象
と
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

被
災
地
支
援
の
た
め
に
現
地
入
り
し
た
多
く
の
支
援
団
体
は
紛
争
地

の
支
援
を
専
門
と
せ
ず
、
治
安
が
確
保
で
き
な
い
地
域
に
は
援
助
を

行
わ
ず
、
安
全
と
さ
れ
た
被
災
地
を
支
援
の
対
象
と
す
る
姿
勢
を
と
っ

た
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
結
果
的
に
、
紛
争
を
止
め
な
け
れ
ば
地
域

の
復
興
や
開
発
が
進
ま
な
い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紛
争
の
当
事
者
に
与

え
た
。

　

三
つ
目
は
、
個
別
の
支
援
団
体
が
現
場
で
収
集
し
た
情
報
を
統
合

し
、
公
開
し
て
共
有
し
た
こ
と
で
あ
る
。
機
能
不
全
に
陥
っ
た
州
政
府

に
代
わ
っ
て
国
連
人
道
問
題
調
整
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ
）
や
各
国

軍
合
同
指
令
部
隊
司
令
部
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
災
害
対
策
本
部
な

ど
が
被
災
地
や
被
災
者
の
情
報
を
集
め
、
救
援
復
興
支
援
事
業
が
重

複
し
な
い
よ
う
調
整
を
は
か
っ
た
。
救
援
復
興
支
援
の
メ
デ
ィ
ア
・
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
支
援
団
体
の
情
報
の
集
約
と
公
開
が
進
め
ら

れ
た
。

ア
チ
ェ
・
ニ
ア
ス
復
興
再
建
庁
に
よ
る
調
整

　

ア
チ
ェ
の
復
興
再
建
事
業
の
担
い
手
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
だ
け

で
な
く
、
国
連
機
関
、
外
国
政
府
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
国
内
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
多

様
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
調
整
役
を
担
っ
た
の
が
ア
チ
ェ
・
ニ
ア

ス
復
興
再
建
庁
（
Ｂ
Ｒ
Ｒ
）
だ
っ
た
。
大
統
領
直
属
の
機
関
と
し
て
被

2010 年12月、バンダアチェ市のモスクでの東京大学主催のスマトラ地震・津波 6 周
年の追悼行事。桜の造花には日イ両国の学生の願いが記されている。（AP／アフロ ）
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災
地
の
バ
ン
ダ
ア
チ
ェ
市
に
設
置
さ
れ
た
。
Ｂ
Ｒ
Ｒ
に
は
ど
こ
で
誰
が

何
を
必
要
と
し
て
い
る
か
と
い
う
被
災
者
の
情
報
と
、
ど
こ
で
誰
が

ど
の
よ
う
な
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
る
か
と
い
う
支
援
者
の
情
報
が

集
め
ら
れ
、
Ｂ
Ｒ
Ｒ
の
調
整
の
下
、
住
宅
再
建
や
道
路
・
橋
梁
・
港

湾
修
復
、
生
計
支
援
や
ト
ラ
ウ
マ
の
ケ
ア
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

が
進
め
ら
れ
た
。

経
験
を
生
か
し
た
「
南
南
協
力
」

　

二
〇
一
一
年
一二
月
二
六
日
、
ア
チ
ェ
は
津
波
被
災
か
ら
七
周
年
を
迎

え
た
。
一
二
万
棟
の
住
宅
再
建
事
業
を
始
め
と
す
る
復
興
再
建
事
業

の
ほ
と
ん
ど
が
完
了
し
、
〇
九
年
に
Ｂ
Ｒ
Ｒ
は
解
散
し
た
。
救
援
復
興

活
動
の
た
め
に
世
界
中
か
ら
ア
チ
ェ
に
や
っ
て
き
た
人
道
支
援
団
体
は

撤
退
し
、「
ツ
ナ
ミ
景
気
」
と
も
呼
ば
れ
て
援
助
の
見
本
市
の
よ
う
に

な
っ
て
い
た
面
影
は
い
ま
は
見
え
な
い
。
バ
ン
ダ
ア
チ
ェ
市
周
辺
だ
け
で

六
万
体
の
身
元
不
明
遺
体
が
回
収
さ
れ
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
は
、
市
内

に
十
数
箇
所
あ
る
集
団
埋
葬
地
を
訪
れ
て
も
な
か
な
か
イ
メ
ー
ジ
し

に
く
い
。

　

か
わ
っ
て
ア
チ
ェ
を
訪
れ
る
人
の
目
を
ひ
く
の
は
、
津
波
博
物
館
や

「
世
界
の
国
に
あ
り
が
と
う
」
公
園
な
ど
の
津
波
後
に
作
ら
れ
た
施
設

で
あ
る
。
現
在
、
ア
チ
ェ
で
は
ア
チ
ェ
の
津
波
被
災
と
復
興
の
経
験
を

世
界
の
他
の
地
域
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
る
創
造
的
復
興
に
関
心
が

向
け
ら
れ
て
い
る
。
ア
チ
ェ
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
防
災
研
究
の
拠
点
と

し
、防
災
の
南
南
協
力
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

内
戦
と
津
波
か
ら
の
復
興
は
、
ま
た
一つ
別
の
段
階
に
進
み
つ
つ
あ
る

と
い
え
る
。
ア
チ
ェ
の
津
波
被
災
の
経
験
は
、
災
害
を
通
じ
て
世
界
と

つ
な
が
り
う
る
こ
と
、ま
た
、災
害
を
通
じ
て
社
会
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
う
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

津
波
で
紛
争
が
終
わ
っ
た
意
味

　

災
害
か
ら
の
復
興
と
内
戦
か
ら
の
復
興
が
同
時
に
進
行
し
た
こ
と

に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
。
ア
チ
ェ
の
経
済
は
、
も
と
も

と
域
内
で
産
出
す
る
木
材
や
コ
ー
ヒ
ー
、
パ
ー
ム
オ
イ
ル
な
ど
を
域

外
に
売
る
こ
と
で
繁
栄
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
紛
争
は
、
国
軍

と
Ｇ
Ａ
Ｍ
と
い
う
二
つ
の
軍
事
勢
力
が
ア
チ
ェ
と
外
部
世
界
と
の
経

路
を
独
占
的
に
管
理
し
、
ア
チ
ェ
を
囲
い
込
む
か
た
ち
で
進
行
し
た
。

ア
チ
ェ
が
「
紛
争
地
」
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
治
安
確
保
の
担
い
手

を
自
認
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
軍
事
勢
力
が
物
流
経
路
を
掌
握
す
る
構

造
に
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
れ
に
対
し
、
自
然
災
害
に
対
す
る

救
援
復
興
活
動
が
大
規
模
に
行
わ
れ
、
政
治
的
立
場
に
と
ら
わ
れ
ず

に
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
ア
チ
ェ
で
の
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
で
き
た
。

津
波
を
契
機
と
し
た
人
道
支
援
活
動
が
紛
争
を
支
え
る
構
造
を
変
え

た
の
で
あ
る
。
■




